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 あかい、まるい、おおきい、うまいを食卓に 

－令和６年産「博多あまおう」出荷開始－ 

 当管内には、JA 直鞍と JA ふくおか嘉穂にそれぞれいちご部会があり、両部会で合計

約 13 ヘクタールの「博多あまおう」が生産されています。 

 今年度は、夏が非常に高温で、８、９月の平均気温は平年より 3 度以上高く、根傷みや

株の消耗が発生したためにいちごの花芽分化が遅れ、早期作型では平年より３日程度定植

が遅くなり、普通作型では主に１０月上旬の定植となりました。しかし、定植後も気温が

高く推移したため、果実の登熟が早く進み、JA 直鞍では１１月１日、JA ふくおか嘉穂で

は１１月１１日から出荷開始となりました。 

「博多あまおう」は、2004 年からこれまで、いちごの市場単価日本一を達成していま

す。今後もこのブランド力を維持するため、両部会では高温による品質低下防止対策の徹

底、定期的な目合わせ会などを通じた出荷基準の遵守などの取組みを通じて、高品質な「博

多あまおう」を市場に出すことに努めています。 

 普及指導センターは、今後もいちごの生産技術向上のための支援を実施していきま

す。 

     出荷された「博多あまおう」          色づき始めたいちご 
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問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

  園芸畜産課 野菜係 


